













フ（国連児童基金）1）本部への拠出金が初めて 100 億円を超え、103 億 5,100
万円を数えた。同協会は、以後、毎年 100 億円以上の拠出を続け、2010 年度











出額（1 億 9,361 万米ドル）は日本政府からの拠出額（1 億 7,505 万米ドル）と
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【表 1】日本ユニセフ協会による対ユニセフ拠出金額の推移 （1998 ～ 2010 年度）
出典　「ユニセフへの拠出額と推移」日本ユニセフ協会 HP（www.unicef.or.jp.）
【表 2】日本ユニセフ協会への募金総額と 1 人当たりの国民所得（1985 ～ 2010 年度）
出典 日本ユニセフ協会、ユニセフ駐日事務所「ユニセフ年次報告」1986-2002、日本
ユニセフ協会 HP（www.unicef.or.jp.）、内閣府経済社会総合研究所『平成 23 年
国民経済計算年報』、2011 年）
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金・募金の 83％が個人献金であることである 10）。2005 年の調査によれば、ユ
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　中根は「恩」と「義理」の関係を第三者の役割を強調し、「A が B にもの
を与えるという当然の義務がなく、また B にそれを受ける当然の権利がなく、
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日本において「恩」や「義理」が希薄化することになる 37）。









ワイ、グアムでの調査では、7 項目の内 5 項目において日本人が他よりも「義






































綿などの無償援助（ララ物資）が届いた 50）。ララ物資は 1952 年 6 月まで配給
され、その総額は当時の金額で 400 億円に上り、約 1400 万人（日本の人口の
約 15％）がその恩恵を受けたとされる 51）。
　ユニセフは、1946 年に第二次世界大戦で被災した子供たちへの緊急援助を
目的として第 1 回国連総会にて設立され、3 年後の 1949 年に駐日代表部を開き、
日本でも活動を開始した。1949 年から 13 年間に渡って学校給食への脱脂粉乳
の供給を中心に 52）、総額 1800 万ドル（65 億円）の援助を展開する 53）。
　学校給食への脱脂粉乳の提供は 1946 年からララによって始められているが、
ララは子供への援助に限定しておらず、1946 年における対象は、実施小学校
数 276 校、児童数 25 万 1629 人（実施人員比率 22％）留まっていた。ユニセ
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フが援助を開始する前年の 1948 年において、6,958 校、児童数 526 万 1,192 人（実
施率 61％）まで上昇していたが、ララからの援助は 1952 年に打ち切られてし
まう。1949 年 10 月以来、ユニセフは脱脂粉乳の提供を子供への配給に限定し、
























から多くの感謝の手紙が届いている 56）。国会でも 1947 年 7 月 31 日の衆議院
本会議にてララに対して、また、1949 年 4 月 28 日の衆議院本会議においてラ
ラにおいて中心的役割を担ったハワイ並びに北南米の在留邦人に対して、満
































































































する。龍伍は 1962 年に亡くなるが、長男・龍太郎が 1963 年に衆議院議員に当






















　現ユニセフ議員連盟会長・谷垣禎一（1945 年生まれ）は第 116 回国会衆議
院予算委員会（1989 年 10 月 17 日）において以下のように述べ、自ら「ユニ



























の募金総額は 2011 年 4 月 30 日の段階において 48 億 1,499 万 9,700 円（件数
362,303）79）に至る。
　ユニセフ親善大使として黒柳は一貫して自分の子供時代の思い出を語り、ユ
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ニセフの日本への援助を「恩」と捉え、世界の恵まれない子供達への「恩返










　バブル経済崩壊後の 1997 年、日本政府がユニセフへの政府拠出金を 41％削
減しようとした際、黒柳は「忘れないでユニセフへの恩」（朝日新聞 1997 年






　黒柳の必死の訴えにもかかわらず、日本の ODA 予算は 1997 年をピークに
下がり続け、2007 年は 80 年代後半の水準にまで落ちこむ 81）。ユニセフへの政




























阪神大震災が発生した 95 年を除いて横ばいである 87）。戸別献金が 7 割以上を
占める共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）は 88）、その募金総額を 1995 年
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るが、2000 年に行われた共同募金の調査によると、ボランティア参加者の年














金による 2005 年の調査（2,052 人対象）によると、この 1 年にユニセフに募金
したことがあると答えた人は全体の 8.0％（165 人）であり、その内 60 歳以上
と 40-49 歳が共に 28.5％（47 人）でトップに並び、次に 50-59 歳が 24.2％（40 人）
と続いている 95）。同調査はダイレクトメールがきっかけで募金したかどうか




で脱脂粉乳を頂いた「恩返し」を、と呼び掛け（読売新聞、1990 年 12 月 20 日、
東京朝刊）、石川県の折井泰昌（56 歳）は脱脂粉乳の味が忘れられないとユニ
セフ「友の会」を設立して、募金活動に邁進する（朝日新聞、1997 年 7 月 1 日、
石川版）。還暦を迎えた大阪府の柏原代志子は募金を通じてユニセフに「恩返
し」をすることを決意し（産経新聞、1999 年 12 月 29 日、東京朝刊）、小学校
の教師をしていた富崎鈴代（61 歳）は、ユニセフの脱脂粉乳に育てられたこ
とを思い出し、佐賀のユニセフ「友の会」の設立に参加する（読売新聞、2004
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年 8 月 16 日、西部版）。愛知県の菅市子（65 歳）は脱脂粉乳が苦手だったが、
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<ABSTRACT>
Linking the success of the Japan UNICEF Association to 
the act of ‘Returning a Favour’: 
an approach from Japanese Studies
YASUI Hiroshi
The Japan UNICEF Association is one of the 36 National Committees 
for UNICEF around the world which are UNICEF accredited NGOs bridging 
UNICEF to nations. 
The Japan UNICEF Association is unique because it has donated over 
Yen 10 billion each year since 2001. The latest 2009 record stands at Yen USD 
155.1 million which makes up 3.5 percent of UNICEF’s income.
Interestingly, the income of the Association had increased in the 
1990s during an economic recession in Japan. As at 2009, 93 percent of the 
Association’s income was charities and donations of which 82 percent was 
from individuals.
This article aims to identify the profiles of the donors of the Japanese 
UNICEF Association and their motives. The observation was that there is a 
group of donors who as children were provided milk powder at school. After 
the Second World War, Japan had received Yen 6.5 billion worth of aid such as 
a milk powder from UNICEF between 1949-1962. The UNICEF aid imbedded 
a sense of favour (on) to many Japanese. It was observed that the donors who 
had drunk milk powder at school have consciously or unconsciously felt the 
obligation (giri) to ‘return a favour’ (ongaeshi) for UNICEF. 
Until the 1990s however, this act of retuning a favour to UNICEF was 
not widely taken to action by the general public. Director Yoshihisa Togō who 
was appointed in 1992 to the Japan UNICEF Association launched a direct 
mail campaign which sent letters to targeted Japanese from the UNICEF 
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headquarters in New York. The letter addressed from the UNICEF Executive 
Director appealed for the Japanese public to make a donation by first 
reminding them of how UNICEF had supported the Japanese after the War 
and asking them to now help the current children in need around the world. 
Lastly, the article examines Tetsuko Kuroyanagi who played an 
important role in publicizing UNICEF activities since being appointed as a 
UNICEF Goodwill Ambassador in 1984. Ms. Kuroyanagi also emphasizes the 
favour received from UNICEF after the War and calls for the Japanese to ‘return 
the favour’ to the world. 
Through the study of Japanese gift giving culture of providing a favour 
(on) which creates an obligation (giri), this article attempts to explain that one 
of the main reasons for the success of the Japan UNICEF Association in raising 
donations was its ability to successfully tap into the on-giri sentiment to the 
Japanese public.
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